
 
都道府県番号 ３１ 
都道府県名 鳥 取 県 

                  （①   ②   ③  ） 
                   ※該当する観点にチェックをすること 

Ⅰ．学校名及び規模 

 鳥取市立城北小学校 
 1年 2年 3年 4年 5年 6年 特殊学級 計 教員数  
学級数 ４ ４ ３ ３ ３ ３ １ ２１ 
児童数 ９３ １０５ ８９ ８９ ８６ １０５ ３ ５７０ 

３２  

 
Ⅱ．実践研究の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ．実践研究の内容について 
（ⅰ）研究体制の工夫（研究テーマ、実践方法等の共通理解など、配慮した点など） 
○ 国語・算数という基礎・基本を考える際に最も重要となるであろう教科を２つ研究教科にした。 
○ 教科部会と学年部会という２つの側面から、研究に当たることができるようにした。 
○ 各自が自分でテーマを持ち、年間を通して、研究を積み上げる体制とした。 
○ 日々の実践を尊重し、その積み上げが研究の成果となるよう共通理解をしたこと。 

 
（ⅱ）実践研究の内容 
①パワーアップタイムの充実に関する取り組み 
   ○毎日3校時のはじめに10分間を設定（10時30分～40分） 
   ○プリントを中心とした反復練習の時間 
②ステップアッププリントの作成とその活用に関する取り組み 
   ○漢字・計算の練習のためのプリント  〔→夏休み学習帳の作成〕 

・主題（テーマ） 

    確かな力をもち 生き生きと学ぶ 子どもの育成 
・テーマ設定の趣旨 
 戦後最大の教育改革とされる 2002年度、そのスタートにおいて教育界は内外から「学力低下」の批判を浴びている。その矛
先の主なものは、新学習指導要領における学習内容の削減や学校週５日制における授業時間の削減である。しかし、それだけで

はなく、産業界や最高学府である大学側からも、近年の義務教育期における学習内容の習得状況に多くの懸念が投げかけられて

いる。その骨子は、「知識が不足している」「技能が身についていない」「考える力が不足している」「創造性が足りない」「学習（探

求）意欲が不足している」などである。つまり、受け取りようによっては、新学習指導要領及び学校週５日制に対する辛辣な意

見は、その新しい制度そのものに当てたのではなく、その背景は、教育の中心である学校教育における、この10~20年間の営み
に対する批判だったのではないだろうか。 
 そのような状況のもと、本校城北小学校の子どもたちの様子を見ても、先にあげた問題点と同じようなことが言える。特別な、

又は、個別な特徴が、それほどあるというわけではない。 
 なお、本校は、ここ数年は、体育、総合的な学習の時間の活動を中心に研究に励んできた。さらには、平成元年施行の学習指

導要領のもと、その趣旨をそれぞれが理解し、真剣に児童の指導に当たってきたところであるが、近年の本校の教育活動を振り

返ってみると、次のような反省があげられる。 
○問題解決能力を高めるためには、問題解決的な学習だけでよかったのだろうか！ 
○児童の主体性を尊重するあまり、基礎基本と言われる部分の学習が欠けてはいなかっただろうか！ 
○支援という言葉に影響を受けすぎて、鍛えるということを軽視しすぎてはいなかっただろうか! 
○思考力や判断力を重視するあまり、知識や理解を軽視しすぎてはいなかっただろうか! 

 この分析は、「問題解決能力」、「児童の主体性」、「支援」、「思考力や判断力」の育成に問題があるのではなく、（もちろん、そ

れらは非常に大切なものである）それらを「過ぎた」状態で取り込んできたことに対する素直な反省である。 
 つまり、今一度、教育の原点に立ち返り、子どもたちに「必要な力」をつけるべき効果的な方法を考えてみようと思うわけで

ある。また、本年度よりスタートした学習指導要領の趣旨を考慮し、研究テーマを「確かな力をもち、生き生きと学ぶ子どもの

育成」とした。｢確かな力｣が意味するものは、子どもたちがこれからの社会をよりよく生きていくために必要な力（＝生きる力）

であり、「生き生きと」には、はつらつとし、はちきれんばかりの意欲と向上心をもって成長してほしいという願いを込めている。



   ○誤答例を反映させた問題づくり 
     ※漢字誤答例集の作成  
③「学習」を基盤とした学校生活（教育活動）づくり 
   ○朝の読書・・・毎朝10分間（8時15分～25分） 〔→読書月間、読み聞かせの会〕 
   ○朗読会の実施  〔→毎月の詩  →音読のすすめ〕 
④学習規律の徹底に関する研究 
   ○各学年に応じた必要な学習規律の整理とその活用（徹底） 
⑤少人数指導を中心とした基礎学力を養うための授業のあり方 
   ○各学年に担任外を1人ずつ配置 
     （１・２年は、30人学級[少人数学級]・・・・教頭、教務が手助け） 
     （３～５年は、1人ずつ配置） 
     （6年には、2人を配置：内1人は教務） 
         ・算数は、年間を通じてほとんどの単元で習熟度別による少人数指導を実施 
         ・国語は、単元や児童の実態に応じて実施（TeamTeachingも単元によって実施） 
⑥評価による指導の充実に関すること 

 ■評価規準表の作成 
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ■ 評価規準表の実際                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ■ 評価シートの実際 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜留意点及び手順＞ 
（１） 本校の年間指導計画と国立教育政策研究所の参考資料を照らし合わせながら、単元の評価規準は適切かどうかを判断

する。 
   ・国研の「内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例」「単元の評価に関する事例」を参照 
（２） 単元の学習計画を確認する。 
   ・年計、教科書、指導書を参考にして 
（３） 単元の評価規準表を作成する。 
   ①国語・・・学習の流れに沿って、評価規準を設定する。（小単元を単位として） 
   ②算数・・・1時間ごとの評価規準を設定する。 
    【留意点】1時間で多くを評価しようとしないこと。 
          ※1時間に評価する項目は、１つでよい。 

（４）授業で実際に使う「授業評価シート」を作成する。 
    ・児童の名簿に、評価規準を記入したものを「評価シート」として作成する。 
 

9
算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形についての表現・処

理
数量や図形について知識・理

解
・加法及び減法の計算を日常
生活などに生かそうとする。

・十進位取り記数法や既習の
計算を基にして，２位数まで
の加法及びその逆の減法の計
算の仕方を考える。

・2位数までのたし算とその逆
のひき算を繰り上がりや繰り下
がりに気をつけて、正しく筆算
で計算することができる。

・繰り上がりや繰り下がりの
処理を通して、十進位取り記
数法についての理解を深める
ことができる。

時間

1

①たし算
2位数+2位数で十

の位に繰り上が

りのある筆算

繰り上がりがあることに気づ
き、意欲的に問題に取り組
む。（行動観察）

繰り上がりの処理方法を考
え、繰り上がりのある筆算の
方法を理解する。（発表・
ノート）

2

2位数+2位数で一

の位と十の位に

繰り上がりのあ

る筆算

繰り上がりを適切に処理し、筆
算することができる。（ノー
ト）

3
３口のたし算を

筆算形式に表し

て筆算

３口の計算を筆算形式に表して
計算できる。（プリント）

4
たし算の筆算練

習

繰り上がりを適切に処理し、正
しく筆算できる。（プリント）

5

②ひき算
百何十何－2位数

で百の位が繰り

下がる筆算

繰り下がりがあることに気づ
き、意欲的に問題に取り組
む。（行動観察）

繰り下がりの処理方法を考
え、繰り下がりのある筆算の
方法を考えることができる。
（発言）

6
百何十何－2位数

で繰り下がりが2

回の筆算

2回の繰り下がりを適切に処理
し、正しく筆算できる。（ノー
ト）

たし算とひ
き算のひっ
算（２）

学習の流れ

2時間目 3時間目 4時間目 6時間目 7時間目 8時間目

２年３組

繰り上がりがあ
ることに気づ
き、意欲的に問
題に取り組む。
（観察）

繰り上がりの処
理方法を考え、
繰り上がりのあ
る筆算の方法を
理解できる。
（発表・ノート）

繰り上がりを適
切に処理し、筆
算することがで
きる。（ノート）

３口の計算を筆
算形式に表して
計算できる。（プ
リント）

繰り上がりを適
切に処理し、正
しく筆算できる。
（プリント）

繰り下がりがあ
ることに気づ
き、意欲的に問
題に取り組む。
（観察）

繰り下がりの処
理方法を考え、
繰り下がりのあ
る筆算の方法を
考えることがで
きる。（発言）

2回の繰り下が
りを適切に処理
し、正しく筆算で
きる。（ノート）

何百ー2位数で
繰り下がりが2
桁に及ぶ筆算
ができる。（ノー
ト）

＜練習＞
繰り下がりを適
切に処理し、正
しく筆算できる。
（プリント）

たし算やひき
算の問題をつ
くることができ
る。（ノート）

必要な情報を
選んで、たし
算・引き算を選
んで問題を解く
ことができた。
（ノート）

関心意欲態度 知識理解 表現・処理 表現・処理 表現・処理 関心意欲態度 考え方 表現処理 考え方 表現処理 考え方 表現処理

実施日 9月17日 9月18日 9月19日 9月24日 9月25日 9月26日

1 ○○○○ B B A A Ｂ Ｂ A B A B

2 ○○○○ A B B A B Ｂ Ｂ B B B B

3 ○○○○ B A A A Ａ B B B B

4 ○○○○ C B B Ｂ B Ｂ 欠席 C C B C

5 ○○○○ B B A A A Ａ B B B B

6 ○○○○ B B A A Ｂ Ａ B A B A

7 ○○○○ B A A Ｂ B B B B

8 ○○○○ B B A A Ｂ B B B B

9月11日

9時間目
たし算とひき算のひっ算（２）

1時間目 5時間目

9月20日 9月27日

進んで前に出て発表
できた。

進んで前に出て発表
できた。

進んで前に出て発表
できた。

2枚とも100点

2枚とも100点

2枚とも100点

2枚とも100点

積極的な雑談があっ
てその言葉からやる
気が感じられた。

よく理解でき、挙手も
多くなってきた。苦手意識が強くすぐ

集中力が切れてい
た。

繰り上がるという意味

 本年度は、B 規準
のみを念頭におき、

授業後に児童個々の

学習状況を評価し、

次の指導の手立ての

考案に役立てた。 
 またAやCと判断
した児童に対して

は、なぜ、そう判断

したのかをメモして

おいた。それが、も

とになって、来年度、

評価規準表をさらに

向上させることがで

きると考えたからで

ある。 



 ■ 評価がもたらす授業改善について 
本校においては、本格的な評価についての研究は、来年度が本番であると考えている。しかし、

来年度、研究を進めるためには、本年度中に、全単元の評価規準表を作成・使用し、見通しや課題

を整理しておかなくてはならない。その程度の取り組みではあるが、本年度、評価について研究を

してきて、次のようなことを感じている。 
 ○ 評価項目を精選することは、授業のねらいを明確化する。 
    ・ 本来は、授業のねらいが先にあって、それに対する指導、そして、評価という関係にあるの

だろうが、評価のことを念頭において、指導計画などを考えると、その方法及び、ねらいが一

層明確になることを体験した。そのことは、児童にとっては、「わかる授業」「できる授業」と

なったようだ。 
    ・ 評価を積み重ねると、その子のつまずきの内容が分かってくる。つまずきの内容がはっきり

すると、個別の指導法を考案することができる。さらには、事前につまずきの予想ができるよ

うになり、授業に際して配慮しながら指導することができるようになる。この繰り返しが、ポ

イントをはずさない授業づくりにつながるようだ。 
 
 ■ 今年度の評価に関する研究を踏まえて、来年度の実施しなくてはならない研究のポイント 
 ○ 評価規準表及び評価計画、評価シートを改善すること。 
    ・ B規準に達しない児童への手立ての方法 
    ・ A規準の明確化 
    ・ 評価方法及び評価場面の明確化 
 ○ 研究授業を通して、複数教師による同一児童に対する評価事例の検討をすること。 
 ○ 記述形式の評価の簡便な方法を考案すること。 
 ○ 有効な自己評価、相互評価など方法を考案すること。 
 ○ 評価シート、記述評価、自己評価、相互評価の関連の図り方を検討すること。 
 ○ 評価規準の保護者公開が促す家庭の教育観の変化を調査すること。 
 ○ 評価をもとにして、多様な指導の手立てを工夫・考案すること。 

 
 
（ⅲ）成果と課題 
 ・ 基礎学力の充実を図ってきたために、学習に取り組む児童の態度が落ち着いてきた。特に低学年にお

ける聞く態度や学習に取り組む態度の向上が顕著である。 
 ・ 繰り返し学習を多く取り入れたことで、自分でめあてを持ちながら取り組む学習において、意欲が高

まってきた。特に、中学年においては、自分の学習状況を自己評価しながら取り組める子が増えてきた。 
 ・ 音声言語による伝え合う力の育成を国語を中心としながらも様々な場面で取り入れてきたことにより、

自分の考えや思いを、個性的に表現できる児童が高学年を中心に増えてきた。 
 ・ 市販テストをもとにした4月からの単元ごとの得点推移からは、学力の向上が見受けられる。 

 
（ⅳ）成果の普及方策 
    ホームページ上で公開予定 
      http://www.torikyo.ed.jp/johoku-e/ 
       
（ⅴ）その他（その他、特色ある取り組みがある場合に記入） などを記述 


